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95-29 高橋英登，遠山佳之：金属焼付けポーセレンの前装部が
3-10）破折した場合、再製しないで修理できますか？ ,接着歯
3-10）学への疑問に答える ,展望 ,85（6）,1425-1430,1995
95-30 安田登：硬質レジン前装冠の前装部が破折しました。再
2-28）製しないで修理できますか？ ,接着歯学への疑問に答え
2-28）る ,展望 ,85（6）,1431-1434,1995
95-31 藤井弁次，成川公一：コンポジットレジン充填を行う際に、
3-10）裏層を行う必要がないという意見がありますが、最近の
3-10）考え方はどうでしょうか？ ,接着歯学への疑問に答える ,
3-10）展望 ,86（1）,145-149,1995
95-32 稲井紀通：コンポジットレジンに追加築盛したレジンは
2-28）接着しないと聞きましたが、レジン充填の追加築盛や硬
2-28）質レジン前装冠の修理を行うのに信頼できる方法はあり
2-28）ませんか？ ,接着歯学への疑問に答える ,展望 ,86（1）,　
2-28）158-162,1995
95-33 眞坂信夫：窩洞形成をしていたら露髄をしてしまいまし
3-10）た。レジン（スーパーボンド）で直接覆罩する方法があ
3-10）ると聞きましたが、どのようにするのでしょうか？また、
3-10）直接覆罩して大丈夫なのでしょうか？ ,接着歯学への疑
3-10）問に答える ,展望 ,86（2）,425-430,1995
95-34 安田登：接着ブリッジの接着材は何を使用すればよいの
3-10）でしょうか？また、市販の接着材にはどのような違いが
3-10）あるのでしょうか？ ,接着歯学への疑問に答える ,展望 ,
3-10）86（3）,666-669,1995
95-35 田中卓男：接着ブリッジにはどんな種類のメタルを使用
3-10）すればよいのでしょうか？ ,接着歯学への疑問に答える ,
3-10）展望 ,86（3）,670-673,1995
95-36 田中卓男：接着ブリッジのメタルの表面処理はどのよう
3-10）にすればよいのでしょうか？ ,接着歯学への疑問に答え
2-28）る ,展望 ,86（3）,674-677,1995
95-37 眞坂信夫：スーパーボンドを有髄歯支台のクラウンブリッ
3-10）ジの接着に用いても問題はないでしょうか？ ,接着歯学
2-28）への疑問に答える ,展望 ,86（4）,914-917,1995
95-38 眞坂信夫：形成後の生活歯支台を保護する方法として最
2-28）もよい方法を教えてください ,接着歯学への疑問に答え
2-28）る ,展望 ,86（4）,922-925,1995
95-39 眞坂信夫：スーパーボンドの変遷と問題点をあげてくだ
2-28）さい ,接着歯学への疑問に答える ,展望 ,86（5）,　　　　
3-10）1146-1150,1995
95-40 小城研二：接着性レジンセメントの変遷と問題点につい
2-28）て解説してください ,接着歯学への疑問に答える ,展望 ,
3-10）86（5）,1155-1160,1995
95-41 眞坂信夫：接着アマルガム支台築造を確実に行う方法を
2-55）   教えてください ,接着歯学への疑問に答える ,展望 ,86（5）,
3-10）1164-1165,1995
95-42 野口八九重：従来型のセメントは、接着性レジンに比べ
3-10）て吸水性、崩壊率、溶解性、機械的強さ、歯質や合金に
3-10）対する接着性などの点で劣っているといわれますが、本
3-10）当でしょうか？ ,接着歯学への疑問に答える ,展望 ,86
2-55）（5）,1166-1169,1995
95-43 遠山佳之，高橋英登：接着性レジンはどのような環境で
95-43 保存したらよいのでしょうか？また接着性レジンの実際
95-43 の臨床における材料のコストを教えてください , 接着歯
95-43 学への疑問に答える , 展望 ,86（6）,1415-1417,1995
95-44 高橋英登：接着性レジンはどのくらいもつのでしょうか？
95-43 接着を応用した歯冠修復の耐久性について教えてくださ
95-43 い , 接着歯学への疑問に答える , 展望 ,86（6）,　　
95-43 1408-1412,1995
95-45 竹山守男：スーパーボンドのモノマー４滴、キャタリス
95-43 ト１滴の比を３：１または５：１と変えて使った場合、
95-43 接着強さや耐久性に臨床的有意差が出るでしょうか？,　
95-43 接着歯学への疑問に答える , 展望 ,86（6）,
95-43 1413-1414,1995
95-46 眞坂信夫：接着性レジンはどのくらいもつのでしょうか？
95-43 また何が接着耐久性を左右するのでしょうか？, 接着歯
95-43 学への疑問に答える , 展望 ,86（6）,1404-1407,1995
95-47 安田登，豊島義博：接着の目的・意義－接着・合着の
95-43 前に知っておくべきこと, 別冊「実力アップ 接着・合着」,
95-43 補綴臨床 ,19-24,1995
95-48 眞坂信夫：スーパーボンドＣ＆Ｂ, 別冊「実力アップ 接
95-43 着・合着」, 補綴臨床 ,151-158,1995
95-49 中林宣男：樹脂含浸象牙質の機能について ,ＡＤ,13（1）,
95-43 8-13,1995
95-50 N.Nakabayashi，A.Watanabe，W.Ikeda：Intra-oral 
95-43 bonding of 4-META/MMA-TBB resin to vital human 
95-43 dentin,Am J Dent,8（1）,37-42,1995
95-51 熱田充，松村英雄，吉田圭一：メタルおよびポーセレ
95-43 ンプライマーの接着 ,ＤＥ,（113）,30-35,1995
95-52 N. Nakabayashi：Function of Hybridized Dentin 
95-43 Created in Subsurface of Dentin,,Dentin/Pulp 
95-43 Complex,202-208,1995
95-53 永野清司，下江宰司，松村英雄，熱田充：Ｖ－プライマー
95-43 による各種硬質レジンと金銀パラジウム合金の接着 ,　
95-43 QDT,20（6）,83-89,1995
95-54 森川達也，加藤英材，松村英雄，熱田充：オールセラミッ
95-43 クス系補綴物の接着について ,Quint,14（1）,179-189,
95-43 1995
95-55 戸井田哲也，渡辺昭彦，中林宣男：歯科用バーで研削
95-43 された象牙質への接着に与えるスメアー層の影響 , 材
95-43 料・器械 ,14（1）,109-116,1995

95-56 北迫勇一，山田敏元，二階堂徹，原田直子，マイケル 
95-43 F バロー，猪越重久，高津寿夫，増原英一：接着性レ
95-43 ジンセメントに関する研究 , 第２報 引張ならびに剪断接
95-43 着強さについて , 材料・器械 ,14（1）,117-130,1995
95-57 岡本修，中林宣男：象牙質接着資料の剪断強さおよび
95-43 破断面の観察 , 材料・器械 ,14（4）,445-543,1995
95-58 高田恒彦，二階堂徹，江芳美，猪越重久，高津寿夫：
95-43 各種仮封材がレジンセメントと象牙質との接着に及ぼす
95-43 影響 ,日歯保誌 ,38（2）,422-427,1995
95-59 大岩美樹，大澤雅博，松本元：レジンセメントによる接
95-43 着性鋳造修復法に関する研究 , 各種面処理、サーマル
95-43 ストレスならびに被膜厚さの接着強さに及ぼす影響 ,日
95-43 歯保誌 ,38（5）,1212-1221,1995
95-60 吉田圭一，舟木和紀，棚川美佳，松村英雄，田中卓男，
95-43 熱田充：各種合着用セメントの諸性質 , 補綴誌 ,39（1）,
95-43 35-40,1995
95-61 眞坂信夫：スーパーボンドＣ＆Ｂ系セメントの臨床特性,
95-43 ＡＤ,13（2）,107-110,1995
95-62 熱田充：接着ブリッジの現状,成功例と失敗例から学ぶ,Ａ
95-43 Ｄ,13（3）,149-155,1995
95-63 眞坂信夫:垂直破折歯の接着修復保存,接着修復保存症
95-43 例の長期臨床経過,ＡＤ,13（3）,156-170,1995
95-64 N. Masaka：Safety of using 4-META-TBB Resin as an 
95-43 Adhesive Material for Dental Pulp and its Clinical 4-36）
95-43 Application,Dentin/Pulp Complex,31-35,1995
95-65 安田登：超接着による齲蝕治療,別冊　the Quintessence 
95-43 Year Book １９９５,Quint,61-69,1995
95-66 増原英一，熱田充，松村英雄：新しい貴金属接着用前処理
95-43 剤“V－プライマー”の特徴と臨床応用,デンタルマガジ
95-43 ン,（83）,9-13,1995
95-67 熱田充，松村英雄：V－プライマーとスーパーボンドＣ＆
95-43 Ｂセメンティングキットについて,デンタルマガジン,（83）,
95-43 14-18,1995
95-68 中村光夫：スーパーボンドＣ＆Ｂセメンティングキット＆
95-43 V－プライマーを用いた接着ブリッジの装着,デンタルマ
95-43 ガジン,（83）,20-23,1995
95-69 眞坂信夫：4-META/MMA-TBBレジン接着材を用いる歯
95-43 髄保護法,先進歯科技術と新臨床,82-88,1995
95-70 眞坂信夫：4-META/MMA-TBBレジン接着材を用いる漏
95-43 斗状歯根、根管穿孔歯、破折歯の新治療法,先進歯科技術
95-43 と新臨床,89-96,1995
95-71 横塚繁雄，高橋英登：オールセラミッククラウンの新臨床,
95-43 先進歯科技術と新臨床,136-141,1995
95-72 田中卓男，熱田充：接着ブリッジの新臨床,先進歯科技術
95-43 と新臨床,142-146,1995
95-73 岡崎卓司：動揺歯をメッシュベニア板を用いて固定する
95-43 －接着・合着の工夫・応用,別冊「実力アップ 接着・合着」,
95-43 補綴臨床,171-174,1995
95-74 諸星裕夫：接着性レジンセメントを使った修復物を撤去
95-74 してみて考えたこと,別冊「実力アップ 接着・合着」,補綴臨
95-74 床,189-192,1995
95-75 真鍋顕：歯科技工と接着－接着・合着の工夫・応用,別冊
95-74 「実力アップ 接着・合着」,補綴臨床,197-200,1995
95-76 鈴木司郎：露髄症例のレジンによる直接覆髄法の是非に
95-74 ついて,これからの可能性を願う推進派として,ＡＤ,13（4）,
95-74 183-189,1995
95-77 冨士谷盛興：露髄症例のレジンによる直接覆髄法の是非
95-74 について,中間派の立場から,ＡＤ,13（4）,190-197,1995
95-78 猪越重久：露髄症例のレジンによる直接覆髄法の問題点,
95-74 ＡＤ,13（4）,198-204,1995
95-79 鈴木司郎，Charles F. Cox，井上孝，下野正基：覆髄を成功
95-74 させるには,臨床から基礎、基礎から臨床へ,Ｄｄ,20（14）,
95-74 56-65,1995
95-80 岩久正明：歯髄保存のための新しいアプローチ,新３種混
95-74 合薬剤を用いた覆髄法,Ｄｄ,20（14）,80-87,1995
95-81 笹崎弘己：象牙細管内液の滲出と酸処理の効果,ＤＥ,
95-74 （113）,1-7,1995
95-82 S. Suzuki.,C.F. Cox：Cohesive Bonding between Dental 
95-74 Clinicians　and　Researchers,Dentin/Pulp 5-10）5-10）
95-74 Complex,27-30,1995
95-83 M.Iwaku：New　Biological　Approach　to Caries 
95-74 Treatment:,Lesion　Sterilization　and　Tissue 5-10）
95-74 Regeneration(LSTR), Dentin/Pulp Complex,62-68,1995
95-84 D.H. Pashley.,H. Sano.,M. Yoshiyama.,B. Ciucchi., R.M. 
95-74 Carvalho：The Effects of Dentin Bonding Procedures 
95-74 on）the　Dentin/Pulp　Complex,Dentin/Pulp 
95-74 Complex,193-201,1995
95-85 T.Inoue.,S.Miyakoshi.,M.Shimono：Dentin Pulp/
95-74 Adhesive Resin Interface. Biological View from Basic 
95-74 Science to Clinic,Dentin/Pulp Complex,217-220,1995
95-86 Y.Tsuneda.,T.Hayakawa., H.Yamamoto.,T.Ikemi., 
95-74 K.Nemoto：A Histopathological Study of Direct Pulp 
95-74 Capping with Adhesive　Resins,Oper 5-10）5-10）
95-74 Dent,20,223-229,1995
95-87 鈴木司郎：Charles F.Cox,ボンディング材を応用した生活
95-74 歯クラウン形成時の新しい歯髄保護法,Quint,14（3）,
95-74 95-106,1995
95-88 岩久正明：歯髄/象牙質 今何がわかっていて、何が臨床に
95-74 生かせるか,第４回/齲蝕治療のための新しい生物学的ア
95-74 ポローチ－病巣無菌化組織修復療法－,Quint,14（4）,
95-74 167-173,1995

95-89 中林宣男：歯髄/象牙質 今何がわかっていて、何が臨床に
95-74 生かせるのか,最終回/象牙質の複合的接着,Quint,14（6）,
95-74 167-174,1995
95-90 下野正基，宮越照一，井上孝：スーパーボンドの生活歯髄
95-74 安全性,先進歯科技術と新臨床,78-81,1995
95-91 岩久正明：感染歯髄の新しい治療法,先進歯科技術と新
95-74 臨床,97-101,1995
95-92 真鍋厚史，吉田武美，中田土起夫，飯島正文：歯科用高分
95-74 子材料の副作用,特に皮膚刺激性を中心に,展望,86（3）,
95-74 554-566,1995
95-93 W.W. Barkmeier.,K.A. Kupiec and K.M. Wuertz 
95-74 (Creighton University School of Dentistry,USA):「ポーセ
95-74 レンリペアシステムの金属に対する接着強さ」.J. Dent. 
95-74 Res., vol .74(AADR Abstracts)No.1758,1995
95-94 C. Novelli.,A.M. Lacy and L.G. Watanabe (University of 
9574 California, USA):「歯科用合金に対する接着性レジンの剪断
9574 接着強さ」.J. Dent. Res., vol .74,231,1995
95-95 L.Hakimzadeh＆J.O.Burgess：ヒト抜去歯/セメント/鋳造
95-74 金属冠の引き抜き強度（Newton）.J. Dent. Res., vol .74,
95-74 29,1995
95-96 J.O.Burgess＆S.MA.Cronin：ヒト抜去歯/セメントの剪断
95-74 接着強さ（MPa）.J. Dent. Res., vol .74,242,1995
95-97 高田恒彦、二階堂徹、江芳美、猪越重久、高津寿夫：ウシ象
95-74 牙質/セメントの引っ張り接着強さ（MPa）.日歯保誌，
95-74 vol.38,422,1995
95-98 竹山守男：スーパーボンドC&BセメンティングキットandV-
95-74 プライマーについて，接着歯学，13（2），101-106，1995
95-99 真坂信夫：接着・合着の実際　スーパーボンドC&B，補綴
95-74 臨床，別冊実力アップ　接着・合着，151-158，1995
95-100 会田雅啓，早川徹， 水川一廣， 他：各種レジンセメントの
95-100 象牙質接着性に関する基礎的検討，補綴誌，39（5），
95-100 911-918，1995
95-101 田代悦章，橋本賢二，中村康宏，他：Interteeth Bracket
95-101 と接着性レジンを用いた歯牙固定法の臨床応用と成績，
95-101 口腔科学誌，44（4），684-687，1995
95-102 坂本富則，鮎澤勲，河野篤，他：キャスタブルセラミック
95-101 スの接着に対する試作前処理剤〈フィチン酸-SnF2〉プラ
95-101 イマーの前処理効果，日歯保誌，38（5），1317-1326，
95-101 1995
95-103 小幡明彦：セラミックブラケット撤去時のCO2レーザー
95-101 照射の効果について，矯正誌，54（5），285-295，1995
95-104 池田泰：金属とレジンの接着耐久性に及ぼすレジンセ
95-101 メントの影響，材料・器械，14（1），42-51，1995
95-105 笹崎弘己，奥田礼一：象牙質壁と接着性複合レジンの適
95-101 合状態(第8報)4-META/MMA-TBB系など各種ボンディ
95-101 ング材の効果，日歯保誌，38（2），375-395，1995
1996年
96-10 岩久正明，星野悦郎，子田晃一：抗菌剤による新しい歯
96-10 髄保存法 , 日本歯科評論 ,1-162,1996
96-20 眞坂信夫，安田登：接着の臨床－治癒を補う歯科治療
96-10 －, 医歯薬出版 ,1-158,1996
96-30 豊島義博：カリエスリスクと接着性レジン ,ＡＤ,14（2）,
96-10 59-65,1996
96-40 早川徹：「象牙質への接着」の今までとこれから－研
96-10 究者の立場から－,特集：完全な象牙質接着をめざして ,
96-10 ＤE,（119）,22-23,1996
96-50 佐野英彦，田上順次：最新の歯科接着システム ,ＤE,
96-10 （119）,26-32,1996
96-60 豊島義博，安田登，岡本恭幸：接着の時代の二次齲蝕
96-10 のとらえ方 , 二次齲蝕の原因は本当に適合であったか ,
96-10 Quint,15（1）,135-144,1996
96-70 安田登：私のサイドテーブル , 超接着のアイテム ,　　
96-10 Quint,15（1）,239-239,1996
96-80 安田登，田上順次，高水正明，日野浦光：接着による
96-10 象牙質コーティングを知る , 特集：接着をまず臨床で
96-10 生かすための出発点 ,Quint,15（12）,84-98,1996
96-90 豊島義博：脱落と二次齲蝕の調査から , 硬組織疾患治
96-10 療の問題点 , 接着の臨床 ,13-18,1996
96-10 中林宣男：“超接着”－象牙質との接着機構が教えてく
96-10 れること , 超接着 , 接着の臨床 ,25-37,1996
96-11 松村英雄：セラミックスの接着に関する最近の進歩 ,補
96-10 綴における接着性レジンの応用 ,接着の臨床 ,　　　　　
96-10 113-123,1996
96-12 松村英雄：金属の接着に関する最近の進歩 , 補綴にお
96-12 ける接着性レジンの応用 , 接着の臨床 ,124-134,1996
96-13 中林宣男：接着にまつわる啓発 , 歯科における接着の
96-12 意義 , 日歯資料 ,1996
96-14 入江正郎：合着・接着用セメントの現状 , 象牙質に対
96-12 する接着強さの視点から , 評論 ,（647）,63-69,1996
96-15 豊島義博、安田登：二次齲蝕と接着 , クラウンブリッ
96-12 ジの臨床における合着・接着用セメントの現状 , 評論 ,
96-12 （647）,81-92,1996
96-16 安田登：金属接着性レジンの開発をめざして , 医用器
96-12 材研究所との共同研究 , 補綴臨床 ,29（2）,154-157,
96-12 1996
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96-12 1-7,1996
96-22 吉田圭一，棚川美佳，熱田充：各種合着用セメントの
96-12 諸性質 ,ＤＥ,（118）,8-19,1996
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96-12 アクチベーター , セラミック補綴物の良好な予後のた
96-12 めに , 展望 ,88（5）,1225-1227,1996
96-29 大森実：接着性レジンセメントの象牙質接着強さに関
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